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【選 挙 日 程】 
 

告 示 日      ７月１７日（火） 

繰上投票日（母島）  ７月２１日（土）  午前７時から午後８時まで 

投 票 日（父島）  ７月２２日（日）  午前７時から午後８時まで 

開 票 日           ７月２２日（日）  午後９時から（即日開票） 
 

 

【投   票   所】   
父 島 ： 小笠原村地域福祉センター 
母 島 ： 母島村民会館 

 

◎投票所へは投票入場券を持参してください。 
（入場券が投票日前日になっても届かない場合や、記載事項に誤りがある場合はご連絡ください。） 
 
 

 最近、転入届を出された方 および ２０ 歳になられた方 へ、あなたは有権者でしょうか？ 
 あ な た の → 昭和６２年 ７月２４日以降 → 投票できません 
 生年月日は？ → 昭和６２年 ７月２３日以前 

↓ 

 小笠原村に転入の

届出をしたのは 

いつですか？ 

→ 平成１９年４月１６日以前 → 投票できます （※転出された方は除く） 
 
→ 平成１９年４月１７日以降 → 投票できません 

 

 

【期日前投票制度について】 
 

投票日当日に投票所へ行けない方は、期日前に投票をすることができます。 
期日前投票は、投票日前であっても投票日当日と同じように投票することができる制度です。 
期日前投票所へは、投票所入場券を持参してください。 

 

◎投票の対象者 ： 期日前投票を行う日に選挙権のある方で、かつ 投票日当日に投票できない事由がある方 
（「宣誓書」の提出が必要です。） 

 

◎期日前投票期間 ： ７月１８日（水）～７月２１日（土）   
※母島の期日前投票期間は、７月２０日（金）までとなります。 

 

◎期日前投票所の場所と受付時間 ： 父 島  村役場総務課  午前８時３０分 ～ 午後８時 
母 島 母 島 支 所  午前８時３０分 ～ 午後６時

７月２２日（日）は小笠原村長選挙の日です 

＜母島は７月２１日（土）繰上投票＞ 

小笠原村の首長を選ぶ重要な選挙です 

忘れずに投票しましょう

                 編集・発行   小笠原村総務課 

                 〒100－2101 

                    東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 
                           FAX04998(2)3222
ホームページアドレス                        
 http：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 
小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

6/26現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

5月気象状況    （父島）

最高気温   26.4℃ 

最低気温   16.4℃ 

平均気温   22.6℃ 

平均湿度   84％ 

月降水量  137.5mm

住民基本台帳登録者数（6/1）    

             2,399人 

             父島      母島    

  人口      1,953人   446人 

  世帯      1,049   234 

短期滞在者     16人     15人 

ＮＯ．５２７ 

平成19年(2007) 

７/１(日) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり
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小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
の
改
選 

  

６
月
23
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
た
小
笠
原
村
選

挙
管
理
委
員
会
の
改
選
が
６
月
の
村
議
会
定
例
会
に

お
い
て
行
わ
れ
、
次
の
４
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 
 森 
 
 

恭 

一
（
再
選
・
委
員
長
） 

奥 

山 

光 

男
（
再
選
・
委
員
長
職
務
代
理
者
） 

小
笠
原 

美
惠
子
（
再
選
・
委
員
） 

田 

口 
 
 

茂
（
新
人
・
委
員
） 
 
 

 

な
お
、
前
委
員
長
の
古
谷 

賢
氏
は
、
６
月
23
日

の
任
期
満
了
を
も
っ
て
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。 

 

古
谷
氏
は
委
員
と
し
て
16
年
間
、
委
員
長
と
し
て

12
年
間
の
計
28
年
間
に
わ
た
り
、
本
村
の
公
正
な

選
挙
の
執
行
の
た
め
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
の
ド
ッ
ク
期
間
の
変
更 

 

例
年
、
１
月
下
旬
〜
２
月
上
旬
に
実
施
し
て
い
ま

す
「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
の
点
検
整
備
ド
ッ
ク
を
、
平

成
19
年
度
よ
り
11
月
下
旬
〜
12
月
上
旬
に
変
更

い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
近
年
造
船
業
界
の
好
況
の
中
、
１
月
下

旬
〜
２
月
上
旬
に
整
備
船
が
集
中
す
る
状
況
下
、
当

社
の
修
繕
船
を
引
き
受
け
る
造
船
所
の
確
保
が
困
難

な
た
め
の
措
置
で
あ
り
ま
す
。 

 
今
後
、
造
船
業
界
の
状
況
に
変
化
が
あ
り
、
１
月

下
旬
〜
２
月
上
旬
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

再
度
協
議
の
上
決
定
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

安
全
運
航
を
確
保
す
る
た
め
、
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
） 

２
―
２
１
１
１ 

   

消
防
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た 

  

６
月
５
日
に
小
笠
原
村
消
防
団
員
４
名
が
警
視
総

監
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
去
る
５

月
21
日
の
行
方
不
明
者
捜
索
に
お
け
る
人
命
救
助

活
動
の
功
績
に
対
し
て
の
も
の
で
す
。 

【
受
賞
団
員
】 

小
田
川 

辰
夫 

班
長 

田 

中 

美 

一 

団
員 

森 

本 

誠 

一 

団
員 

川 

本 

真 

裕 

団
員 

             

【
活
動
要
旨
】 

台
風
２
号
が
接
近
中
の
５
月
21
日
、
行
方
不
明
者

発
生
の
通
報
を
受
け
出
動
し
た
18
名
の
消
防
団
員

と
７
名
の
警
察
署
員
は
、
躑
躅
山
〜
北
袋
沢
付
近
の

捜
索
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

西
海
岸
方
面
を
捜
索
し
て
い
た
４
名
の
消
防
団
員

と
２
名
の
警
察
署
員
が
、
が
け
下
の
沢
で
倒
れ
て
い

る
行
方
不
明
者
を
発
見
。
急
峻
な
斜
面
を
下
り
、
が

け
上
の
遊
歩
道
ま
で
引
き
上
げ
、
合
流
し
た
別
働
隊

と
救
助
者
を
担
架
で
北
袋
沢
に
待
機
し
て
い
た
救
急

車
ま
で
運
び
ま
し
た
。 

消
防
団
員
と
警
察
署
員
の
懸
命
な
救
助
活
動
に
よ

り
、
救
助
者
は
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

【７月 １７日（木）以降、父島～母島間で転居された方の投票について】 
 

◎父島 から 母島 へ転居された方 ： ７月２２日（日）の投票日に 父島 で投票となります。 
※７月２０日(金)までに母島で期日前投票を行うこともできます。 

 

◎母島 から 父島 へ転居された方 ： ７月２１日（土）の繰上投票日に 母島 で投票となります。 
※７月２１日(土)までに父島で期日前投票を行うこともできます。 

   

☆ 期日前投票の受付場所・時間を以下の表でご確認ください。 

（ ○ ＝ その場所において期日前投票できます。 × ＝ 期日前投票できません。） 
 

 期 日 前 
投  票  場  所 

７月１８日（水） 
～７月２０日（金）

７ 月 ２ １ 日 （ 土 ） 
母島繰上投票日 

父島  村役場 
(午前８時３０分～午後８時) ○ 父島 から 母島 へ 

 

転 居 さ れ た 方 母島 母島支所 
(午前８時３０分～午後６時) 

○ 
× 

父島  村役場 
(午前８時３０分～午後８時) ○ 母島 から 父島 へ 

 

転 居 さ れ た 方 母島 母島支所 
(午前８時３０分～午後６時) 

○ 
× 

 

【小笠原村以外の区市町村で不在者投票を希望される方へ】 
 

町村の長の選挙は、告示日から選挙期日（投票日）までの期間が５日間と短く、本村においては、本土との

交通が船のみという事情も加わり、村外での不在者投票が日程的に非常に厳しくなっています。 

詳しくは、選挙管理委員会までご相談ください。 
●問合せ先 選挙管理委員会 ２－３１１１

伊藤警視総監から表彰される消防団員 
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父島における不発弾処分について 
 先般、兄島および父島海軍墓地付近で発見された不発弾の処理を、下記の要領で実施いたします。 
 処理にあたっては、陸上自衛隊不発弾処理隊の専門家により、万全を期して実施いたしますので、村民の皆様のご理解ご協力を

お願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●問合せ先 総務課総務係 ２―３１１１ 

◎父島不発弾処理 
 【日  時】７月７日（土）  午前７時～正午 
 【実施場所】父島字奥村 旧高校跡地 
 【処理方法】５０ｃｍ程度の不発弾１基を地中に埋没させ、爆破処理処分を行ないます。 
       ※爆破処理の場所は、奥村の住宅地から２００メートル離れており、安全は確保されています。 
        また、不発弾は地中深くに埋没させ爆破するため、爆破による土砂などの飛散はありあせんが、大きな音が発

生しますので、村民の皆様のご理解をお願いいたします。 
       ※処理実施の時間帯は、処分場所周辺地域・都道への立入はできません。 
 
 処理現場 

進入禁止区域 （午前７時～正午） 

◎
兄
島
不
発
弾
処
理 

 

【
日

時
】
７
月
６
日
（金
） 

午
前
11
時
〜
午
後
２
時 

 

【
実
施
場
所
】
兄
島
家
内
見
崎 

 

【
処
理
方
法
】
不
発
弾
は
、
既
に
信
管
が
除
去
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

今
回
の
処
理
は
、
不
発
弾
内
部
に
残
る
火
薬
の
焼
却
処
理
を

行
い
ま
す
。 

※
処
理
実
施
の
時
間
帯
は
、
兄
島
瀬
戸
の
船
舶
の
航
行
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

整備工場 

ＮＴＴ宿舎 

（午前１１時～午後２時） 
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硫
黄
島
の
呼
称
変
更 

 

「
い
お
う
じ
ま
」
か
ら
「
い
お
う
と
う
」
へ 

硫
黄
島
の
読
み
方
の
変
更
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

６
月
18
日
（月
）、
国
土
地
理
院
と
海
上
保
安
庁
海

洋
情
報
部
で
構
成
す
る
「
地
名
等
の
統
一
に
関
す
る

連
絡
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
で
当
村
所

管
の
硫
黄
島
の
読
み
方
を
正
式
に
「
い
お
う
じ
ま
」

か
ら
「
い
お
う
と
う
」
に
変
更
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。 

北
硫
黄
島
（き
た
い
お
う
と
う
）、南
硫
黄
島
（み
な

み
い
お
う
と
う
）に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。 

 

映
画
「
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙
」
で
注
目
を
集
め
た

硫
黄
島
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
の
中
で
戦
後
「
い
お

う
じ
ま
」
と
い
う
読
み
方
が
一
般
に
広
ま
っ
て
い
ま

し
た
。 

村
で
は
硫
黄
島
旧
島
民
の
方
々
を
中
心
と
し
た

「
い
お
う
と
う
」
へ
の
読
み
方
変
更
に
つ
い
て
の
要

望
を
受
け
、
各
関
係
機
関
と
の
協
議
を
重
ね
、
今
年

３
月
の
村
議
会
に
お
け
る
「
硫
黄
島
の
呼
称
に
関
す

る
決
議
」
に
つ
い
て
も
国
土
地
理
院
に
伝
え
て
い
た

と
こ
ろ
で
す
。 

国
土
地
理
院
発
行
の
地
図
な
ど
に
つ
い
て
は
９
月

１
日
発
行
予
定
の
２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
か
ら
、

ま
た
海
洋
情
報
部
発
行
の
海
図
な
ど
に
つ
い
て
は
順

次
速
や
か
に
、「
硫
黄
島
」
の
ふ
り
が
な
が
「
い
お
う

と
う
」
と
な
る
予
定
で
す
。 

 

今
後
、
村
民
の
皆
様
に
も
「
硫
黄
島
」
を
「
い
お

う
と
う
」
と
呼
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

      

                                       

                             

急
患
搬
送
６
０
０
回
の
感
謝
状
の
贈
呈 

  

本
年
２
月
17
日
、
父
島
で
の
急
患
搬
送
で
海
上
自

衛
隊
の
出
動
回
数
が
６
０
０
回
に
達
し
ま
し
た
。 

去
る
５
月
に
は
、
村
と
議
会
を
代
表
し
て
村
長
が

海
上
自
衛
隊
厚
木
基
地
お
よ
び
岩
国
基
地
を
訪
ね
、

永
年
の
急
患
搬
送
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
伝
え
た
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
先
日
に
は
、
航
空
機
に
よ
る
搬

送
な
ど
で
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
海
上
自
衛
隊
硫
黄

島
航
空
基
地
隊
お
よ
び
現
地
後
方
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
父
島
基
地
分
遣
隊
に
対
し
、
感
謝
状
を
贈
呈

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

６
月
13
日
に
は
、
村
長
お
よ
び
議
長
を
は
じ
め
、

全
員
の
村
議
会
議
員
、
副
村
長
、
教
育
長
が
父
島
基

地
分
遣
隊
を
訪
ね
、
隊
員
の
見
守
る
中
、
中
野
隊
長

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
15
日
に

は
、
現
地
、
硫
黄
島
に
お
い
て
、
訪
島
事
業
の
参
加

者
が
見
守
る
中
、
硫
黄
島
航
空
基
地
隊
司
令
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し

た
。 

 
 

                 

当
村
の
急
患
搬
送
体
制
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊

の
支
援
は
不
可
欠
で
す
。
改
め
て
、
海
上
自
衛
隊
お

よ
び
隊
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 硫黄島訪島事業を実施しました  
 

第１１回硫黄島訪島事業を６月１４日から１７日にかけて実施しました。 
今年も天候に恵まれ１５日、１６日の２日間硫黄島に予定どおり上陸することができました。 
１５日の朝、硫黄島に上陸後、午前９時３０分から硫黄島旧島民平和祈念墓地公園において島民慰霊祭を行い、

その後、硫黄島旧島民の方々は出身集落へ里帰りをし、当時の面影を懐かしんでおられました。 
また、旧島民の方々は、平成１４年度に村が建設した硫黄島一時滞在施設に宿泊し、故郷の島で一夜を明かす

ことができました。 
硫黄島訪島事業には、旧島民の方以外に硫黄島協会や父島・母島の一般村民、また、中学校２年生が学校行事

として参加しています。島内を旧島民の方々と巡り、中学生は硫黄島の地で旧島民の方々と交流会を行うなど、

有意義な訪島になったことと思います。 
 村としては今後も、旧島民の心情に報いるための訪島事業を行うと共に、遺骨収集に積極的に協力してまい

ります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 村長式辞 中学生追悼のことば 

●問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１

感謝状の授与 

海上自衛隊 硫黄島航空基地隊 司令 一等海佐 川上哲一 
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新新新地地地方方方行行行政政政改改改革革革指指指針針針ににに基基基づづづくくく集集集中中中改改改革革革プププララランンンののの策策策定定定   
 

平成17年3月に総務省において「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針」 （新地方行革指針）が策定され

ました。 

当指針に基づき、地方公共団体においては、平成21年度までの具体的な取り組みを明示した「集中改革プラン」を策定・公表

することとされています。 

本村では、これまでも単発的な取り組み等は行ってきましたが、今年度より次のとおり集中改革プランを策定し、体系的、全庁

的に取り組んでまいります。 

 
 
 
1. 取組方針 
   厳しい行財政状況の中で、地方公共団体が中心となって、各々の地域にふさわしい公共サービスを提供する分権型社会シス

テムに転換していく必要があります。 
このような状況の中で、当村においても行政改革に取り組み、その体制を刷新していくことが重要であり、行政改革大綱

に基づく集中改革プランを策定し、住民・議会・行政が一体となった村づくりの実現に取り組んでまいります。 
 
2. 実施期間 
   平成１９年度から平成２１年までの３か年をプランの期間とします。 
 
3. 推進体制 
   集中改革プランを総合的・組織的に推進していくため、課・係の枠を越えた検討を行い、改革を実行していきます。 
 
4. 進捗状況の公表と意見の聴取 
   本プランに基づく行政改革の進捗状況を公表するとともに、実行の際には、住民をはじめ外部からの幅広い意見の聴取に努

めます。 
 
5. プランの見直し 
   住民等からの意見や提言、社会情勢の変化や法令等の改正などにより、随時見直しを行います。 
 
6. 事項別の取り組み状況と具体的実施事項 
   これまでの取り組みと、それらの成果も踏まえた今後の実施事項を定めました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以上が概要ですが、本文は役場および支所の窓口で、また村のホームページでも閲覧できます。 
村民の皆様からも、行政運営などについてご意見がございましたら、書面またはメールでお寄せください。 

 
        ●問合せ先 小笠原村総務課総務係 ２－３１１１

               soumu@vill.ogasawara.tokyo.jp

 取 り 組 み 状 況 具 体 的 取 り 組 み 

１ 
事務・事業の再編・整理 

廃止・統合 

平成１６年度に組織検討委員会を立ち上

げ、効率的な組織運営を目指したところ、

平成１７年度より２課を廃止し、組織全体を

再編・統合すると共に一部の課においては

チーム制を導入しました。 

組織再編効果を検証しながら、さらに事業の整理等を進める

とともに、平成２２年度完成予定の医療・福祉の複合施設の開

設に向けて一層の効率的な組織の検討を行います。 

２ 民間委託等の推進 

平成１８年度から３施設について指定管理

者制度による管理運営を実施すると共に、

バス事業について外部委託を行いました。

平成１９年度からは、さらに１施設について指定管理者制度に

よる管理運営を実施します。また業務全体の総点検を行い、

民間に委託できる事業については、順次委託化を行います。 

３ 定員管理の適正化 
組織の再編・統合を行った結果、職員定数

を２名削減しました。 

効率的な組織運営、業務の民間運営を進める中で定員の削減

に努め、平成２１年度末までに１名の定員を削減します。 

なお、医療・福祉の複合施設の開設に当たってはスタッフ増

が見込まれており、運営方法等検討が必要です。 

４ 
手当の総点検をはじめと

する給与の適正化 

小笠原振興業務手当については、平成１６

年度より段階的に減額し、平成２０年度か

ら廃止します。 

さらに手当等の総点検を行うと共に、国基準と照らし合わせ

ながら適正化を図ります。 

５ 経費削減等の経済効果 

庁内のＩＴ化に努めると共に、事務用品の

一括購入による無駄の排除等に取り組ん

できました。 

さらに経費全般の見直しを行い、節減合理化を図りながら、

新しい財源の確保に努めるとともに、平成１９年度から非常勤

特別職として徴税指導員を迎え、村税をはじめ各種保険料等

の徴収率の向上、収入の確保に努めます。さらに、受益者負

担の公平性を図り、各種手数料、使用料、負担金等の見直し

を検討します。 

小笠原村集中改革プラン(概要) 
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第
二
回 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体･

グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を 

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

   

概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
構
成
さ
れ
、
振

興
公
社
が
補
助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど

を
持
つ
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団
体 

【
対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。 

な
お
、
視
察
に
関
す
る
も
の
は
、
補
助
事
業
の

対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】 

   

平
成
20
年
２
月
末
日
ま
で
（
特
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
最
長
２
年
間
） 

【
提
出
書
類
】 

○
計
画
書
（
指
定
様
式
） 

○
収
支
計
画
書 

○
会
の
規
約 

○
会
員
名
簿 

※
補
助
金
交
付
要
綱
は
総
務
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
７
月
17
日
（火
） 

【
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
審
査･

決

定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス 

 
 
 
 
 
 

村
民
説
明
会
の
開
催 

  

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
拡
張
機
能
を
利
用
し
た
イ
ン 

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
試
行
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。 

な
お
、
次
の
日
程
で
村
民
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
４
日
（
水
）
午
後
７
時
か
ら 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

 
《
日
時
》
７
月
５
日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら 

 

《
場
所
》
情
報
セ
ン
タ
ー 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
開
館
中
、
随
時
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

※
無
料
お
試
し
期
間
は
、
８
月
31
日
（金
）ま
で
で
す
。 

※
「
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

に
つ
い
て
」
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 
 

「保
存
水
」の
配
布 

 

小
笠
原
村
で
は
、
津
波
な
ど
の
災
害
時
の
備
え
と

し
て
「
保
存
水
・
保
存
食
」
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、

品
質
保
持
期
限
切
れ
の
「
保
存
水
」
の
有
効
活
用
と

し
て
、
村
民
の
皆
様
に
配
布
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。 

飲
料
水
と
し
て
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
車
両

の
洗
浄
や
庭
木
の
灌
水
な
ど
、
ご
家
庭
で
の
生
活
用

水
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

【
配
布
日
時
】
７
月
25
日
（水
）
午
前
９
時
〜
10
時 

【
配
布
場
所
】
旧
高
校
跡
地 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係  

２
―
３
１
１
１ 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
５
月
27
日
〜
６
月
７
日 

 

○
国
・
都
関
係
機
関
要
望
活
動 

 

○
町
村
長
個
別
連
絡
会
出
席 

 

○
東
京
都
町
村
会
他
各
会
議
出
席 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

老
人
保
健
制
度 
 

老
人
保
健
制
度
は
、
国
民
健
康
保
険
、
職
場
の
健

康
保
険
、共
済
組
合
の
加
入
者
や
そ
の
被
扶
養
者
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

○
75
歳
以
上
の
方 

○
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
方 

○
昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方 

 

【
更
新
の
手
続
き
】 

老
人
保
健
制
度
適
用
対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬

ま
で
に
、「
医
療
受
給
者
証
」の
更
新
な
ど
の
手
続

き
の
ご
案
内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

更
新
の
有
無
、
更
新
内
容
は
人
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
案
内
の
文
書
に
よ
り
更
新
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

  
 

今
ま
で
の
「医
療
受
給
者
証
」が
そ
の
ま
ま
使
用

で
き
ま
す
。 

 

 

  
 

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
現
在
お
手
持
ち
の

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」は
、

８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。 

  

〜
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

（高
齢
者
の
新
し
い
保
険
制
度
）〜 

◎
平
成
20
年
４
月
か
ら
現
在
の
老
人
保
健
制
度
が
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。 

 

    

現
在
ご
加
入
の
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保

険
（社
保
）か
ら
、
自
動
的
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  

 

誕
生
日
の
日
か
ら
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、特
に
加
入
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

た
だ
し
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
新
た
に
障

害
認
定
を
受
け
た
方
は
、
本
人
の
申
出
が
必
要
で

す
。 

 

現
在
、
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
際
に
は
、
被

保
険
者
証
（国
保
ま
た
は
社
保
）と
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
の
提
示
が
必
要
で
す
が
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
新
し
い
被
保
険
者

証
の
み
の
提
示
と
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
証
は
平
成
20
年
３
月
ご
ろ
お
渡
し

し
ま
す
。 

 

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
は
、 

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
区
市
町
村
で
は
、
申
請

な
ど
の
窓
口
業
務
と
保
険
料
の
徴
収
業
務
を
行
い

ま
す
。 

広
域
連
合
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
準

備
状
況
や
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
、
本
年
７
月
１

日
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
東
京
い
き
い
き
ネ
ッ
ト

（http://w
w
w
.tokyo-ikiiki.net

）」
で
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

村
民
だ
よ
り
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

平
成
20
年
３
月
末
日
の
時
点
で 

○
75
歳
以
上
の
方
（後
期
高
齢
者
） 

○
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

平
成
20
年
４
月
以
降
、 

新
た
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
方 

○
受
診
時
の
一
部
負
担
金
割
合
に 

変
更
な
ど
が
無
い
方
（更
新
の
必
要
の
無
い
方
）

○
低
所
得
者
の
「限
度
額
適
用 

・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」が
適
用
さ
れ
る
方
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年
金
記
録
に
係
る
電
話
・
窓
口
相
談 

 

【
電
話
相
談
】 

年
金
記
録
の
気
に
な
る
方
、
年
金
納
付
の
記
録

漏
れ
に
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
次
の
番
号
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（携
帯
電
話
可
） 

０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

い

い

ろ

う

ご 
 

◎
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（携
帯
電
話
可
） 

０
１
２
０
―
６
５
７
８
３
０ 

 

《
受
付
時
間
》
24
時
間
、
土
・
日
曜
日
も
対
応 

 

◎
港
社
会
保
険
事
務
所 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

《
受
付
時
間
》
月
〜
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時 

※
た
だ
し
、
７
月
24
日
（火
）〜
26
日
（木
）は
、

午
後
６
時
で
オ
ン
ラ
イ
ン
が
終
了
す
る
た

め
、
翌
日
以
降
の
回
答
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

※
７
月
14
日
（土
）は
、
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

【
窓
口
相
談
】 

◎
港
社
会
保
険
事
務
所 

《
持
参
い
た
だ
く
も
の
》 

○
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書
、
本
人
確
認
で
き

る
も
の
（年
金
手
帳
や
被
保
険
者
証
な
ど
） 

○
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
か
ら
最
近
お
送
り
し
た
書
類 

 ※
代
理
人
の
方
が
お
越
し
に
な
る
場
合 

○
本
人
か
ら
の
依
頼
状
（
特
に
定
め
た
用
紙
は

あ
り
ま
せ
ん
）を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

《
依
頼
状
記
入
事
項
》 

相
談
者
本
人
の
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
本
人
の
年

金
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
基
礎
年
金
番

号
、
年
金
コ
ー
ド
、
本
人
の
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
依
頼
内
容
、
依
頼
を
受
け
た
方

の
住
所
、
氏
名
、
相
談
者
本
人
と
の
関
係
を

記
入
の
上
、
相
談
者
本
人
の
署
名
押
印
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

○
依
頼
を
受
け
た
方
の
身
分
証
明
書
や
運
転
免

許
書
も
忘
れ
ず
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

港
社
会
保
険
事
務
所 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

第
13
回
く
ら
し
の
法
律
税
金
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
、「
第
13
回
く
ら
し

の
法
律
・
税
金
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 
ご
相
談
の
あ
る
方
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談
、
遺
言
相
談 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
に
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。
公
証

人
が
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成
す
る
場
合
は
有
料

で
す
。 

【
日
時
】
７
月
13
日
（金
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 
 
 
 
 
 

14
日
（土
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
場
所
】 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し

て
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
教
室
（父
島
） 

「
行
列
の
で
き
る
？
く
ら
し
の
法
律
ク
イ
ズ
」 

知
っ
て
お
く
と
役
に
立
つ
法
律
知
識
、
知
ら
な

い
と
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
な
る
法
律
知
識
な
ど
に
つ

い
て
、
寸
劇
を
交
え
た
ク
イ
ズ
形
式
で
解
説
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
14
日
（土
）
午
後
５
時
〜
６
時
半 

【
場
所
】
Ｂ-

し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
住
民
係 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０ 

０
８
０
―
１
０
８
７
―
５
４
７
７ 

 

診
療
所
看
護
師
募
集 
 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
看
護
師 

若
干
名 

【
採
用
時
期
】
平
成
19
年
８
月
以
降 

【
勤
務
場
所
】
父
島
お
よ
び
母
島 

【
採
用
条
件
】
１
年
以
上
勤
務
可
能
な
方 

【
採
用
形
態
】
個
人
委
託
契
約
（更
新
あ
り
） 

【
申
込
方
法
】 

履
歴
書
、
看
護
師
免
許
証
の
写
し
を
郵
送
、
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
面
接
の
日
程
に
つ
い

て
は
後
日
通
知
し
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
７
月
20
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

医
療
課
診
療
所
係 

 
 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 

村
営
バ
ス 

夏
季
ダ
イ
ヤ
の
実
施 

 

村
営
バ
ス
で
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
合

わ
せ
、土
・
日
曜
日
に
夏
季
ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
ま
す
。

夏
季
ダ
イ
ヤ
は
、
通
常
の
休
日
ダ
イ
ヤ
よ
り
始
発
が

１
時
間
早
く
な
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
小
港
海
岸
、
ジ
ョ
ン
ー
ビ
ー
チ
な
ど

の
遠
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
出
か
け
に
な
れ
ま
す
。 

 

村
営
バ
ス
で
、
夏
の
休
日
を
ご
家
族
や
お
友
達
と

楽
し
く
野
外
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

◎
夏
季
ダ
イ
ヤ 

 

【
実
施
期
間
】 

７
月
28
日
（土
）〜
８
月
19
日
（日
） 

の
間
の
土
・
日
曜
日 

 

【
運
行
時
間
】 

 

《
扇
浦
線
（村
役
場
前
〜
小
港
海
岸
往
復
）》 

○
村
役
場
前 

始
発 

午
前
８
時
15
分 

終
発 

午
後
５
時
15
分 

○
小
港
海
岸 

始
発 

午
前
８
時
30
分 

終
発 

午
後
５
時
30
分 

 

《
循
環
線
（村
役
場
前
〜
奥
村
循
環
〜
村
役
場
）》 

○
村
役
場
前 

 

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン 

始
発 

午
前
８
時 

終
発 

午
後
５
時 

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン  

始
発 

午
前
８
時
45
分 

終
発 

午
後
４
時
15
分 

 

※
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
は
、
村
役
場
前
か
ら
東
町
〜
奥

村
〜
清
瀬
〜
宮
之
浜
〜
西
町
の
順
に
ま
わ
り
、

村
役
場
に
着
き
ま
す
。 

※
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
は
、
村
役
場
前
か
ら
西
町
〜

宮
之
浜
〜
清
瀬
〜
奥
村
〜
東
町
の
順
に
ま
わ
り

村
役
場
に
着
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

第
７
回 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会
結
果 

 

６
月
８
日
（金
）に
第
７
回
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

品
評
会
が
、
東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合
父
島
支
店

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
各
賞
の
受
賞
農
家
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
出
荷
箱
部
門
】 

《
金

賞
》
母
島 

小
松
農
園 

《
銀

賞
》
父
島 

友
野
農
園 

《
銅

賞
》
母
島 

都
留
隆
興 

《
特
別
賞
》
母
島 

藤
谷
明
憲 

 

【
袋
詰
部
門
】 

《
金

賞
》
母
島 

都
留
隆
興 

《
銀

賞
》
母
島 

小
松
農
園 

《
銅

賞
》
父
島 

友
野
農
園 
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●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

（
産
業
観
光
課
内
）
２
―
３
１
１
４ 

 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、
新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「
野

ネ
コ
対
策
事
業
」
を
、
平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 

事
業
は
通
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
年
３
回
、

集
中
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
は
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に

は
カ
ゴ
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。
建
設
水
道
課
ま
た
は

母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
こ
れ
ま
で
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
３
９

０
頭
を
超
え
る
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢
手
術
を
施
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

７
月
30
日
（月
）〜
８
月
５
日
（日
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
法
律
に
よ
っ
て

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
に
今
年
度
接
種

さ
せ
て
い
な
い
方
は
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
申
込
期
間
】
７
月
２
日
（月
）〜
31
日
（火
） 

 

【
診
療
日
程
】
８
月
４
日
（土
）・
５
日
（日
） 

 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
希
望
日
を
先
着
順

に
受
け
付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

           

海
の
安
全
運
動 

  

海
上
保
安
庁
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
の
期
間
、
海
難
・
海
浜
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め

「
海
の
安
全
運
動
」
を
全
国
で
実
施
し
ま
す
。 

 

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の

際
は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 
 

① 

海
に
出
か
け
る
前
に
、
天
候
や
海
況
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。 

② 

単
独
行
動
は
避
け
、
連
絡
手
段
を
持
ち
、
無
理

の
無
い
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。 

③ 

船
の
出
港
前
に
、
機
関
や
そ
の
他
の
機
器
に
異

常
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

④ 

船
の
航
行
中
は
、
常
に
周
囲
の
見
張
り
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。 

⑤ 

積
極
的
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。 

 

「
海
の
も
し
も
」
は
１
１
８
番
！ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

「第
八
神
徳
丸
」乗
組
員
に
感
謝
状
授
与 

 

本
年
６
月
19
日
、
小
笠
原
海
上
保
安
署
で
は
、
行

方
不
明
と
な
っ
て
い
た
女
性
遊
泳
者
を
救
助
し
た
母

島
漁
業
協
同
組
合
所
属「
第
八
神
徳
丸
」乗
組
員
佐
々

木
幸
美
さ
ん
、
友
永
邦
雄
さ
ん
、
木
村
好
孝
さ
ん
に

対
し
髙
崎
小
笠
原
海
上
保
安
署
長
か
ら
感
謝
状
を
授

与
し
ま
し
た
。 

               

 

「
第
八
神
徳
丸
」
は
、
本
年
５
月
４
日
母
島
南
方

の
海
域
で
操
業
中
に
母
島
北
方
の
北
港
付
近
で
の
遊

泳
者
行
方
不
明
の
一
報
を
受
け
、
直
ち
に
操
業
を
中

止
、
捜
索
し
つ
つ
現
場
向
け
急
行
し
、
母
島
東
方
の

東
港
湾
口
付
近
で
女
性
を
発
見
、
乗
組
員
一
致
団
結

し
無
事
救
助
し
ま
し
た
。 

救
助
さ
れ
た
女
性
は
、
母
島
大
沢
海
岸
か
ら
北
港

ま
で
遊
泳
中
潮
に
流
さ
れ
、
途
中
１
度
岩
場
に
よ
じ

登
り
救
助
を
待
っ
た
も
の
の
、
自
力
で
戻
ろ
う
と
再

び
泳
ぎ
だ
し
た
が
や
は
り
潮
が
強
く
、
つ
い
に
岩
場

に
も
戻
れ
な
く
な
り
、
北
港
か
ら
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
母
島
東
港
方
面
ま
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。
岩
場
に
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
女
性
は
、「
死
も
覚
悟
し
た
」
と
の
こ
と
で
、
ま
さ

に
九
死
に
一
生
を
得
た
も
の
で
し
た
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

小
笠
原
か
ら
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
害
虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が

発
生
し
て
い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防

疫
法
に
よ
り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
鉢
植
え
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
検
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鉢
植
え
植
物
を
内
地
へ

持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

         

【
鉢
植
え
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

           

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
４
５ 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.pps.go.jp/ 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 

虫 

ア
サ
ガ
オ
属
（
あ
さ
が
お
）、

イ
ポ
メ
ア
属
（
さ
つ
ま
い
も
、

こ
だ
ち
あ
さ
が
お
、
ぐ
ん
ば

い
ひ
る
が
お
）、
ヒ
ル
ガ
オ
属

植
物
の
生
茎
葉
お
よ
び
生
塊

根
等
の
地
下
部 

植 
 
 

物 

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
店 

二
見
港 

船
客
待
合
所 

小
笠
原 

総
合
事
務
所 

場 

所 

手 

荷 

物 

携
帯
品
等 

ゆ
う
パ
ッ
ク 

宅 

配 

便 

対 

象 

物 

母
島
で
は
植
物
検
疫
補
助
員
が 

 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

定
期
船
出
港
日 

  

出
港
１
時
間
前
〜 

平
日
（
午
前
８
時 

 
     

〜
午
後
５
時
）

時 

間 

左から 髙崎署長、木村邦雄さん、佐々木幸美組合長、 

友永好孝さん、奥山専務理事  
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
７
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話
に

よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
７
月
９
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、 

賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

一
般
の
方
の
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て 

  

ト
ロ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
船
舶
（ヨ
ッ
ト
、
シ
ー
カ 

ヤ
ッ
ク
、モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
を
含
む
）を
使
用
し

て
、
釣
り
糸
お
よ
び
釣
り
針
を
有
す
る
漁
具
を
引
き

回
し
て
行
う
漁
法
の
こ
と
で
す
。 

漁
業
者
以
外
の
方
の
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
自
由
に

行
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
行
う
場
合
に
は
、
所
定

の
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
水
産
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
へ
の 

ア
ノ
ー
ル
侵
入
防
止
策
の
お
願
い 

  

南
島
や
兄
島
な
ど
の
属
島
に
は
外
来
生
物
グ
リ
ー

ン
ア
ノ
ー
ル
が
侵
入
し
て
い
な
い
た
め
、
父
島
で
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
小
笠
原
固
有
の
昆
虫
な
ど

が
、
ア
ノ
ー
ル
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
な
く
生
き
残
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
環
境
省
は
、
父
島
・
母
島

の
ア
ノ
ー
ル
を
属
島
へ
持
ち
出
さ
な
い
よ
う
、
ア 

ノ
ー
ル
の
駆
除
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
属
島
に
渡
る
こ
と
で
、

カ
ヤ
ッ
ク
の
艇
内
に
紛
れ
込
ん
だ
ア
ノ
ー
ル
を
、
意

図
せ
ず
に
属
島
に
持
ち
込
ん
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
る
皆
さ
ん
に
は
次
の
と
お
り
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

世
界
自
然
遺
産
と
し
て
十
分
な
価
値
が
あ
る
、
属

島
の
自
然
を
外
来
生
物
か
ら
守
る
た
め
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 【
注
意
事
項
】 

○
カ
ヤ
ッ
ク
を
保
管
す
る
際
に
は
必
ず
ハ
ッ
チ
を

閉
め
、
ア
ノ
ー
ル
が
侵
入
し
な
い
よ
う
に
す
る
。 

○
出
艇
前
に
カ
ヤ
ッ
ク
内
部
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
も

し
ア
ノ
ー
ル
が
い
た
場
合
に
は
手
で
捕
ま
え

る
か
、
棒
な
ど
で
追
い
出
す
。 

○
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
の
カ
ヤ
ッ
ク
で
も
、
荷
物
に

紛
れ
込
む
こ
と
も
あ
る
の
で
、
よ
く
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会
実
施 
 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

【
時
期
】
９
月
下
旬
〜
10
月
中
旬 

 
 
 

（
こ
の
期
間
の
う
ち
、
夜
間
６
日
間
程
度
） 

※
こ
の
日
程
の
ほ
か
１
日
現
地
講
習
が
あ
り
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

平
成
20
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村
に
１

年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
以
降
の
村
民
だ
よ

り
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
講
演
会
開
催 

 

◎
日
本
の
絶
滅
危
惧
植
物
の
現
状 

 

【
日
時
】
７
月
５
日
（木
）
午
後
７
時
〜 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館 

多
目
的
室 

【
講
師
】
藤
田 

卓 

氏
（九
州
大
学
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
日
時
】
７
月
14
日
（土
）
午
前
９
時
〜 

【
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

【
持
ち
物
】 

 

○
住
民
票
１
通 

（
本
籍
が
記
載
さ
れ
た
６
か
月
以
内
の
も
の
） 

 

○
写
真
１
枚
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
、 

無
帽
・
無
背
景
の
も
の
） 

 

○
受
験
手
数
料 

３
７
５
０
円 

 
 

《
内
訳
》
受
験
料 

１
６
５
０
円 

 
 
 
 
 
 

免
許
証
交
付
料
（※
） 

２
１
０
０
円 

 
 
 
 
 
 
 

※
学
科
試
験
合
格
者
の
み 

 

○
鉛
筆
ま
た
は
黒
色
ボ
ー
ル
ペ
ン 

【
そ
の
他
】 

 
 

学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
８
月
18
日

（土
）に
実
技
講
習
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

         

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
13
日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
14
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
地
区
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

 

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日 

 

程
】
７
月
27
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

【
予
約
期
間
】
７
月
２
日
（月
）
〜
25
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
日
・祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 
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国
民
生
活
金
融
公
庫
に
よ
る
金
融
相
談 

 
商
工
会
で
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
担
当
者
を

招
き
「
出
張
金
融
相
談
会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。 

 

「
開
業
資
金
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
」「
借
入
に
必

要
な
条
件
・
書
類
」
な
ど
の
質
問
に
も
、
国
民
生
活

金
融
公
庫
の
担
当
者
が
親
切
丁
寧
に
お
答
え
し 

 

ま
す
。  

※
事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ 

 
 
 

れ
る
方
は
必
ず
事
前
に
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
６
日
（金
）
午
後
２
時
〜
５
時 

 
 
 
 
 
 
 

９
日
（月
）
午
前
９
時
〜
正
午 

 

《
会
場
》
商
工
観
光
会
館
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
８
日
（日
）
午
前
10
時
〜
正
午 

《
会
場
》
事
業
所
に
直
接
伺
い
ま
す
。 

 

※
気
象
状
況
な
ど
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

８
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

８
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
７
月
か
ら
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
※
（  

）
内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
６
９
０
円
（
＋
１
１
３
０
円
） 

小
人 

４
３
５
０
円
（
＋
５
７
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
３
５
０
円
（
＋
５
７
０
円
） 

小
人 

２
１
８
０
円
（
＋
２
９
０
円
） 

《
村
民
割
引
（
往
復
）》 

大
人 

５
６
６
０
円
（
＋
７
４
０
円
） 

小
人 

２
８
３
０
円
（
＋
３
７
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
７
９
０
円
（
＋
７
２
６
円
） 

《
２
等
品
》
８
２
４
０
円
（
＋
６
８
０
円
） 

《
３
等
品
》
７
６
９
１
円
（
＋
６
３
５
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（
１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
８
１
円
（
＋
73
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
６
４
円
（
＋
55
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（
株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０  

船
客
待
合
所
売
店
ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

 

船
客
待
合
所
の
お
土
産
売
店
「
船
待
屋
」
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

【
日
時
】
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日 
 

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時
ご
ろ 

○
毎
出
港
日
で
な
く
て
も
可
。 

○
数
人
交
代
で
シ
フ
ト
を
組
み
ま
す
。 

【
年
齢
】
20
歳
以
上 

【
仕
事
内
容
】
商
品
陳
列
、
販
売
、
レ
ジ
打
込
み
な
ど 

【
時
給
】
８
７
０
円 

 

７
月
10
日
（火
）ま
で
に
履
歴
書
を
観
光
協
会
事

務
所
（Ｂ
‐
し
っ
ぷ
１
階
）ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

 
 
 

２
―
２
５
８
７ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び 

寄
付
金
ご
協
賛
の
お
願
い 

  

小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
『
大
花
火
大
会
』
が

今
年
は
８
月
12
日
（日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
協

賛
広
告
料
（
一
口
１
万
円
）
と
村
か
ら
の
補
助
金
に 

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
名
前
は
盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
花
火
打

ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま
す
。
お
名
前
の
放
送
に

あ 

た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
体
へ
の
寄
付

金
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
に
負
け
な
い
大
き
な
花
火
で
小
笠
原
の
夏
の

夜
空
を
大
輪
の
華
で
彩
れ
る
よ
う
、
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 【

イ
ベ
ン
ト
日
程
】 

 
 

                  

◎
夜
店
出
店
者
募
集 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
の
各
イ
ベ
ン

ト
に
夜
店
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

【
申
込
受
付
期
間
】
７
月
23
日
（月
）〜
31
日
（火
） 

【
申
込
方
法
】 

 
 

販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話

番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
出
店
の
内
容
に
よ
り
品
目
お
よ
び
場
所
を
事
前

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
】 

福
本
信
孝 

２
―
３
９
５
３ 

ま
た
は 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

○
な
お
、
盆
踊
り
へ
の
出
店
申
し
込
み
を
さ
れ
た

方
を
対
象
と
し
た
保
健
所
の
説
明
会
を
行
い

ま
す
。
日
時
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
対
象
イ
ベ
ン
ト
】 

小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ 

盆
踊
り
大
会 

フ
ラ
・
オ
ハ
ナ 

野
外
映
画
会 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
お
祭
り
広
場
で
す
。 

 

◎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！ 

  

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
村
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま 

す
。 そ

こ
で
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
好
き
な
あ
な
た

の
力
を
待
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
５
８
７ 

 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
登
録
看
護
師
募
集 

 

【
仕
事
内
容
】 

 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
看

護
・
介
護
業
務
（
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
機
能
訓

練
、
入
浴
、
送
迎 

他
業
務
） 

【
勤
務
日
】 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
実
施
時
や
看
護
職
員
休

暇
・
出
張
時 

【
勤
務
時
間
】 

月
〜
金
曜
日 

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
内
１
時
間
休
憩
） 

 

野
外
映
画
会 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー 

フ
ラ
・
オ
ハ
ナ 

南
洋
踊
り 

＆
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ

ウ
ミ
ガ
メ
放
流 

大
花
火
大
会 

盆
踊
り
大
会 

小
笠
原 

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

星
空
観
望
会 

シ
マ
ア
ジ
放
流 

27
日
（月
） 

26
日
（日
） 

25
日
（土
） 

16
日
（木
）、
22
日
（水
） 

14
日
（火
）、
23
日
（木
）、

29
日
（水
） 

12
日
（日
） 

11
日
（土
）〜
13
日
（月
） 

４
日
（土
） 

３
日
（金
）、
15
日
（水
）、

18
日
（土
） 

２
日
（木
） 

８
月 
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【
応
募
資
格
】 

看
護
師
免
許
、
准
看
護
師
免
許
の
い
ず
れ
か
を

有
す
る
方 

【
募
集
期
間
】
７
月
２
日
（月
）か
ら
随
時
受
付 

 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 

（社
会
福
祉
法
人
明
老
会
）
根
本
・
井
上 

２
―
３
９
１
１ 

 

聟
島
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
参
加
者
募
集 

  

今
年
も
小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
聟
島
の

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
を
実
施
し
ま
す
。 

【
作
業
内
容
】
ゴ
ミ
の
分
別
回
収 

 

【
実
施
日
】（予
定
） 

７
月
８
日
（日
）、
14
日
（土
）、
15
日
（日
） 

※
天
候
に
よ
り
順
延
あ
り 

【
時
間
】（予
定
） 

 
 

午
前
７
時
（出
港
）〜
午
後
４
時
30
分
（帰
港
） 

【
定
員
】
約
20
名 

【
費
用
】
無
料 

【
そ
の
他
】 

 

○
飲
料
水
、
軍
手
、
ゴ
ミ
袋
は
用
意
し
ま
す
。 

 

○
お
弁
当
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
参
加
申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合 

２
―
２
４
１
１（
高
橋
） 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

【
浜
辺
で
あ
そ
び
隊
！
】
※
当
日
受
付 

 

〜
前
浜
で
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ 

 
 
 

拾
っ
た
り
、
作
っ
た
り
し
て
、
遊
ぼ
う
！
〜 

《
日
時
》
７
月
８
日
（日
） 

 

 

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分 

※
雨
天
時 

７
月
15
日
（日
）に
延
期 

 

《
集
合
場
所
》
お
ま
つ
り
広
場
ス
テ
ー
ジ
前 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
学
生
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円 

 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
汚
れ
て
も

よ
い
服
、
好
き
な
写
真
（
L
サ
イ
ズ
）
1
枚 

 

《
共
催
》
環
境
省 

 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
隊
！
】
※
抽
選 

 

〜
タ
マ
ゴ
の
ふ
し
ぎ
を
学
ぼ
う
！！
〜 

《
日
時
》
７
月
11
日
（水
） 

 
 

午
後
１
時
40
分
〜
午
後
４
時 

 

《
集
合
場
所
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館
前 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
学
生
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円 

 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子 

 

【
海
上
保
安
官
に
な
り
隊
！
】
※
抽
選 

 
〜
海
で
の
仕
事
を
体
験
し
よ
う
！
〜 

 

《
日
時
》
８
月
29
日
（水
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分 

 
 
 
 
 

※
予
備
日
８
月
31
日
（金
） 

 

《
集
合
場
所
》
海
上
保
安
署
玄
関
前 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
・
中
学
生
） 

 

《
参
加
費
》
３
０
０
円 

 

《
持
ち
物
》 

お
弁
当
、
飲
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
着
替
え 

※
水
着
（＋
Ｔ
シ
ャ
ツ
）着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
 

 【
予
約
方
法
】
  

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

○
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
回
収
箱
を
置

き
ま
す
。 

○
参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
７
月
５
日
（木
） 

 

【
注
意
・
確
認
事
項
】 

○
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
行
事
保
険
（
開
催
者
負
担
）
に

加
入
し
て
い
ま
す
。 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（
保
護
者
同
伴
で
見
学
は
可
能
で
す
。） 

○
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 

０
９
０
｜
５
２
０
３
―
６
７
５
９  

多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾 

科
学
体
験
事
業
「で
ん
ち
ま
つ
り
」開
催 

 

〜
電
池
を
も
っ
と
体
験
し
よ
う
。 

体
験
の
中
に
は
発
見
が
い
っ
ぱ
い
〜 

 

東
京
39
市
町
村
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
様
々
な
感
動
体
験
を
提
供
す
る「
子
ど
も
体
験
塾
」

事
業
と
し
て
、
実
験
を
通
し
て
科
学
の
楽
し
さ
を
体

感
で
き
る
「
で
ん
ち
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
８
月
４
日
（土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

 

【
会
場
】
国
営
昭
和
記
念
公
園
内 

花
み
ど
り
文
化
セ
ン
タ
ー 

み
ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン
内
（入
園
無
料
エ
リ
ア
） 

最
寄
入
場
門
「
あ
け
ぼ
の
口
」 

 

○
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
か
ら
徒
歩
12
分 

○
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
立
川
北
駅
か
ら
徒
歩
10
分 

 

【
対
象
】
小
学
生
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者 

（
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
） 

 

【
内
容
】 

手
作
り
乾
電
池
教
室
、
電
池
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験

教
室
、
虎
の
子
レ
ー
ス
、
東
京
都
公
認
「
ヘ
ブ
ン

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

（
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
中
国
雑
技
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、

コ
メ
デ
ィ
）
ほ
か 

 

【
参
加
費
】
無
料 

 

【
参
加
方
法
】
当
日
受
付
（事
前
申
し
込
み
不
要
） 

《
実
験
参
加
受
付
》
午
後
３
時
ま
で 

《
実
験
時
間
》
１
回
約
60
分 

 

【
主
催
】 

多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
運
営
本
部
、
東

京
都
市
長
会
、
東
京
都
町
村
会
、
（財
）東
京
市
町

村
自
治
調
査
会
、
（社
）電
池
工
業
会
、
東
京
Ｍ
Ｘ

テ
レ
ビ
（株
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾 

「
で
ん
ち
ま
つ
り
」
事
務
局
（
東
京
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
内
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
２
１
３
―
３
２
５
０ 

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
） 

      

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
７
月
12
日
は
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相

談
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
6
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
程
》
７
月
12
日
（
木
） 

《
受
付
時
間
》
午
後
2
時
〜
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

歯
の
お
は
な
し
㏌ 

や
し
っ
こ 

 

小
さ
な
お
子
様
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ

ん
、
お
子
様
の
歯
に
つ
い
て
新
た
な
発
見
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
歯
科
衛
生
士
が
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に

お
話
し
し
ま
す
。 

 

【
対
象
】
保
育
園
入
園
前
の
お
子
様 

【
日
時
】
７
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 
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★ 日常生活に運動やスポーツを取り入れましょう。 

 運動は、血糖値や内臓脂肪を燃やす効果があります。暮らしの中

で自分に合った運動を少しずつ、無理なく続けていきましょう。 

 

安全で有効な運動を広く国民に普及するための運動基準 

「健康づくりのための運動基準2006」（※厚生労働省ホームページ）

が策定されました。何をどれだけ運動したらよいかを参考にしてく

ださい。 

 

※糖尿病で医師から運動指導を受けている場合は、

その指導に従ってください。  

★ 常に体格チェックをしましょう。   

体重計、メジャーなどを活用すると目標が立てや

すく、取り組みの成果が分かりやすくなります。 
 

●内臓脂肪の蓄積 

腹囲 男性８５ｃｍ以上 

女性９０ｃｍ以上 
 

●肥満を判定する指標 

ＢＭＩ 

＝現在の体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

肥 満 ２５以上  

ふつう １８．５以上２５未満 

や せ １８．５未満 

★ １日３食！主食・主菜・副菜のそろった食事をとりましょう。 

 食べ過ぎや栄養バランスの悪い食事、欠食、食事時間の乱れなどの

食生活は、内臓脂肪をためる原因になります。自分の食事内容や習慣

の問題点を見つけ、食生活の目標を立てましょう。 

 

●お酒の適量は？ 

ビール 中ビン1本（５００ml） 

日本酒 1合（１８０ml） 

ウイスキー ダブル１杯（６０ml） 

ワイン グラス１～２杯（２００ml） 

 
 

 
 

※主食：ごはん、パン、めんなど 主菜：肉や魚、卵、大豆製品など、

副菜：野菜 

※糖尿病で医師から食事指導を受けている場合は、その指導に従って

ください。 

 

一日に「何」を「どれだけ」食べたら良いか

チェックできます。（※厚生労働省ホームページ） 

お菓子やお酒などの嗜好
し こ う

品はエネルギー量が

多いため、取りすぎると肥満につながります。

「楽しく適度に」を心がけましょう。 
 

※厚生労働省ホームページ 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/seikatsu/i

ndex. html 

 

  イルカの伝言板 

運動や食事についてお気軽にご相談ください。

  

村民課福祉係２－３９３９

糖尿病の割合が増加 

 東京都健康推進プラン２１の中間評価によると糖尿病患者は平成９年度から１４年度で、１．２倍に増加しています。また、患者は４

０～５０歳代から増加し、治療をしないで放置している傾向にあると報告されています。特に男性では30歳代から急激に肥満者が増加

します。 

  糖尿病は、血液中の血糖値が異常に高くなり尿中に糖が出る病気で、血糖を下げる働きが不足したり、悪くなったりすることにより

起こります。あまり自覚症状がなく進行し、放置すると心筋梗塞、脳梗塞の原因になるために、発症する前から生活改善と早期治療が重

要になります。 

１、適正体重・ウエストサイズをめざしましょう。 

糖尿病は、生活習慣とは無関係に起こるタイプのものもありますが、多くは過食や運動不足によって起こります。摂取エネルギーが

消費エネルギーより多いため、太っている人が多くいます。生活習慣からエネルギーのバランスを保つ方法を考え、実行しましょう。

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 ８９ 号 ― 

 

２、異常を指摘されたらきちんと治療を受けましょう。 

  糖尿病の疑いがある場合はまず医師に相談し、運動や食事の内容、薬などの指示を受けましょう。

続けて治療を受けることによって糖尿病の改善や進行の予防になります。  
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世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

世
界
自
然
遺
産
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

 

６
月
村
議
会
の
一
般
質
問
で
、
一
番
多
か
っ
た
質

問
は
「
小
笠
原
の
持
続
的
発
展
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
は

な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

村
役
場
と
し
て
も
、「
人
と
自
然
が
共
生
」
し
持 

続
的
に
発
展
で
き
る
島
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
は

最
重
要
事
業
と
し
て
い
ま
す
。 

 

【
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
】 

 

日
本
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、

１
９
９
０
年
度
か
ら
環
境
庁
（当
時
）が
、
国
立
公
園

の
利
用
促
進
方
策
と
し
て
西
表
国
立
公
園
他
を
対
象

と
し
て
実
施
し
た
調
査
が
最
初
で
す
。 

し
か
し
、
小
笠
原
で
は
こ
の
１
年
前
の
１
９
８
９

年
に
す
で
に
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

が
設
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本

で
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
始
ま
り
は
小
笠
原
か
ら
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
は
、
１

９
９
８
年
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
を
次
の
よ
う

に
発
表
し
ま
し
た
。 

①
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
地
域
固
有
の
資
源
を
生

か
し
た
観
光
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
。 

②
観
光
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
資
源
が
損
な
わ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
適
切
な
管
理
に
基
づ
く
保
護
・

保
全
を
図
る
こ
と
。 

③
地
域
資
源
の
健
全
な
存
続
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
が
実
現
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
、 

<

資
源
の
保
護>

＋<

観
光
業
の
成
立>

＋<

地
域
振

興
の
融
合>

を
目
指
す
観
光
の
考
え
方
で
あ
る
。そ

れ
に
よ
り
、
旅
行
者
に
魅
力
的
な
地
域
資
源
と
の

ふ
れ
あ
い
の
機
会
が
永
続
的
に
提
供
さ
れ
、
地
域

の
暮
ら
し
が
安
定
し
、
資
源
が
守
ら
れ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

【
観
光
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
】 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
観
光

を
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
い
、
特
徴
と
し
て
「
国
立
公
園
」

「
国
定
公
園
」「
世
界
遺
産
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

頻
繁
に
現
れ
ま
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
自
然
公
園

や
世
界
自
然
遺
産
地
域
で
の
実
施
例
が
多
い
た
め
で

す
。
実
際
、
ほ
と
ん
ど
の
国
立
公
園
と
す
べ
て
の
世

界
自
然
遺
産
地
域
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
わ
り
を 

持
っ
て
い
ま
す
。 

国
立
公
園
や
世
界
自
然
遺
産
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
適
地
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー
に
付
加
価
値
や
ス
テ
ー

タ
ス
を
与
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。 

し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
は
単
に
観

光
資
源
と
し
て
自
然
を
使
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。 

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
方
た
ち
が
、
自
然
公
園
制

度
や
自
主
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を 

も
っ
て
、
世
界
自
然
遺
産
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、

自
分
た
ち
は
何
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を

含
め
た
情
報
を
観
光
客
に
伝
え
、
自
然
の
大
切
さ
を

認
識
し
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

【
小
笠
原
の
可
能
性
】 

小
笠
原
村
で
は
、
〜
「持
続
可
能
な
島
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
〜 

小
笠
原
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
基
本
理
念
を
「
か
け
が
え
の
な
い
小
笠
原
の
自
然

を
将
来
に
渡
っ
て
残
し
て
い
き
な
が
ら
、
旅
行
者
が

そ
の
自
然
と
自
然
に
育
ま
れ
た
歴
史
文
化
に
親
し
む

こ
と
で
、
小
笠
原
の
島
民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
島
づ

く
り
」
と
掲
げ
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
基
本
理
念
は
「
休
養
や
レ
ジ
ャ
ー
、

歴
史
文
化
の
探
訪
な
ど
を
含
め
、
小
笠
原
に
興
味
を

持
つ
多
く
の
人
た
ち
を
受
け
入
れ
、
観
光
産
業
を
中

心
と
し
て
農
業
や
漁
業
そ
の
他
の
要
素
を
も
包
み
込

む
、
柔
軟
で
幅
広
い
枠
組
み
」
と
し
て
と
ら
え
て
い

ま
す
。 

小
笠
原
の
豊
か
で
美
し
い
海
洋
島
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
自
然
や
文
化
を
次
世
代
に
継
承
し
て
行
く
と
共

に
、村
の
自
立
発
展
の
た
め
の
資
源
と
し
て
と
ら
え
、

そ
の
保
全
と
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
地
域

の
振
興
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
島
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

        
 ●

問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産 講

演
会
開
催 

 

小
笠
原
の
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
の
価
値
に
つ
い

て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

ま
た
、
併
せ
て
世
界
遺
産
の
登
録
に
向
け
た
作
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
も
説
明
を
行
い
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
講
演
内
容
】 

「
地
質
学
か
ら
見
た
小
笠
原
諸
島
の
世
界
遺

産
と
し
て
の
価
値
〜
小
笠
原
諸
島
は
ど
の
よ
う
に

生
ま
れ
た
の
か
〜
（仮
題
）」 

【
講
師
】
静
岡
大
学 

海
野
教
授 

（小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
科
学
委
員
会
委
員
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
１
日
（日
）
午
後
７
時
〜 

 
《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
４
日
（水
）
午
後
７
時
〜 

 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
主
催
】 

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
地
域
連

絡
会
議
事
務
局 

（
関
東
地
方
環
境
事
務
所
、
関
東
森
林
管
理
局
、

東
京
都
、
小
笠
原
村
） 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
36 

 

「
＃
19
に
兄
弟
誕
生
」 

 

ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ
の

兄
弟
は
仲
良
く

泳
い
だ
り
、
は

た
ま
た
兄
弟
げ

ん
か
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。 

個
体
識
別
番

号
＃
20

は
昨

年
５
月
ま
で
＃

19

と
い
う
推

定
年
齢
４
歳
の

メ
ス
の
子
イ
ル

カ
を
連
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
＃
20

は
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
前
に
は
＃
19
と

は
異
な
る
こ
ど
も
の
イ
ル
カ
を
連
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
目
撃
さ
れ
、
６
月
に
は
写
真
で
も
そ
の
様
子
が
記

録
さ
れ
ま
し
た
。
＃
19
に
兄
弟
が
で
き
た
の
で
す

（ま
だ
性
別
は
不
明
）。 

し
か
し
、
＃
19
の
姿
が
そ
ば
に
見
あ
た
り
ま
せ 

ん
。
実
は
＃
19
は
昨
年
６
月
以
降
、
親
と
離
れ
て
行

動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま 

す
。
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
子
イ
ル
カ
が
母
親

イ
ル
カ
か
ら
離
れ
る
時
期
は
、
多
く
の
哺
乳
類
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
弟
や
妹
の
誕
生
が
ひ
と
つ
の
き

っ
か
け
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
兄
弟
が
揃
っ
て

ず
っ
と
一
緒
に
い
る
こ
と
は
な
い
よ
う
な
の
で
す
。 

 

  

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
お
よ
び
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
て
の
各
委
員
会
の
委
員
を
務
め
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
野
生
生
物
研
究
会
が
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
５
月
に
環

境
大
臣
賞
、
10
月
に
は
日
本
自
然
保
護
協
会
の

沼
田
眞
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 
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◎
Ｏ
Ｗ
Ａ
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
＆ 

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー 

養
成
講
座
（勉
強
会
） 

 

「
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
目
か
ら
見
た
小
笠
原
の
海
」 

 

小
笠
原
の
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
た
ち
が
、
ど
の
よ
う

な
環
境
の
下
で
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の

か
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
催
し
は
、
ナ
イ
ト
レ
ク
チ

ャ
ー
と
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
）を

兼
ね
て
い
ま
す
。 

 

【
日
時
】
詳
細
未
定
（夏
休
み
期
間
） 

 

開
催
日
や
場
所
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５   

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
73 

 

― 

３
本
の
棒
に
ご
注
意
願
い
ま
す
！ 

― 
  

７
月
上
旬
は
、
母
ガ
メ
の
産
卵
も
ピ
ー
ク
を
迎
え

て
い
ま
す
が
、
シ
ー
ズ
ン
早
め
に
産
み
落
と
さ
れ
た

卵
が
そ
ろ
そ
ろ
ふ
化
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。 

卵
か
ら
稚
ガ
メ
が
ふ
化
し
、
脱
出
す
る
ま
で
砂
の

中
で
待
機
し
て
い
る
間
、
稚
ガ
メ
の
頭
上
に
は
わ
ず

か
な
空
洞
が
で
き
て
い
る
た
め
、
巣
の
上
を
歩
い
た

り
す
る
と
、
踏
み
抜
く
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
稚
ガ
メ
は
突
然
の
思
わ
ぬ
刺
激
に
よ
り
、
ま

だ
準
備
が
で
き
て
い
な
い
ま
ま
砂
か
ら
は
い
出
し
て

し
ま
っ
た
り
、
逆
に
う
ま
く
は
い
出
せ
な
か
っ
た
り

し
ま
す
。 

父
島
列
島
、
母
島
列
島
と
も
に
、
各
海
岸
で
見
つ

け
た
産
卵
巣
の
上
に
は
、
明
ら
か
に
人
為
的
な
も
の

と
わ
か
る
よ
う
に
３
本
の
枯
れ
枝
や
流
木
を
立
て
て

あ
り
ま
す
。
こ
の
３
本
の
棒
の
そ
ば
に
は
、
近
づ
い

た
り
抜
い
た
り
せ
ず
に
、
ど
う
か
そ
っ
と
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。 

       

            

◎
産
卵
巣
緊
急
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
in
母
島 

 

母
島
元
地
に
隣
接
す
る
前
浜
で
は
、
毎
年
わ
ず
か

な
が
ら
産
卵
が
あ
り
、
稚
ガ
メ
が
ふ
化
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
浜
の
奥
行
き
が

浅
く
、
ま
た
沢
が
あ
る
た
め
、
台
風
に
よ
る
高
波
や

大
雨
の
際
に
、
卵
の
水
没
や
流
出
の
危
険
性
が
高
い

の
も
事
実
で
す
。 

な
る
べ
く
自
然
の
ま
ま
ふ
化
さ
せ
る
こ
と
が
理
想

的
で
す
が
、こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
に
対
処
す
べ
く
、

東
京
都
、
小
笠
原
村
、
母
島
小
中
学
校
、
母
島
観
光

協
会
、
ク
ラ
ブ
・
ノ
ア
母
島
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
保

護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま
し
た
。
危
険
な
場
所
へ

の
産
卵
を
発
見
し
た
場
合
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
ク

ラ
ブ･

ノ
ア
、も
し
く
は
母
島
観
光
協
会
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ◎
新
し
い
名
前
は
「
タ
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
」 

 

長
年
に
わ
た
り
、
皆
様
に
ご
好
評
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
に
、

新
し
く
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。「
タ
ー
ト
ル
＋
レ
ク 

チ
ャ
ー
」
で
、「
タ
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
」
で
す
。 

今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
を
、

最
新
の
情
報
を
持
っ
て
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

【
開
催
日
】
※
要
予
約 

７
月
６
日
（金
）、
13
日
（金
）、
19
日
（木
）、 

25
日
（水
）、
27
日
（金
）、
30
日
（月
）、 

31
日
（火
） 

【
時
間
】
午
後
８
時
か
ら
１
時
間
程
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
参
加
費
（記
念
ス
ト
ラ
ッ
プ
付
き)

】 

《
村
民
対
象
》 

大
人
１
０
０
０
円 

小
人 

７
０
０
円 

 

◎
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
し
で
も
多
く
の
母
ガ
メ

が
無
事
産
卵
し
、
そ
の
様
子
を
皆
さ
ん
に
見
守
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
カ
メ
の
産
卵
期
間
中
、
係
員

が
大
村
海
岸
を
は
じ
め
と
す
る
湾
内
の
浜
を
パ
ト 

ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
も
し
上
陸
し
て
き
た
母
ガ
メ

に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
ら
静
止
し
、
カ
メ
の
視
界
に

入
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
移
動
し
、
そ
の
後
、

ご
連
絡
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

大
村
海
岸
の
よ
う
に
夜
間
照
明
の
あ
る
海
岸
で
は
、

東
京
都
の
ご
理
解
に
よ
り
、
産
卵
期
間
中
一
部
照
明

を
暗
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
照
明
な

ど
も
セ
ン
サ
ー
式
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

行
政
お
よ
び
関
連
機
関
、
そ
し
て
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
に
よ
り
、
カ
メ
の
産
卵
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
夏
も
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

２
―
２
８
３
０ 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
用
携
帯 

 
 
 
 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

 

                                      

小笠原小学校 5 年生の総合学習で、コペ
ペ海岸で卵の位置を確認し、皆の思いを
込めて巣の上に 3 本の棒を立てました。
どうかご注意ください！ 

3本の棒

 

 
 

 

昔から伝わる小笠原ならではの料理法をみん

なで守り、伝えていきましょう。 

 口述でも構いません。特に、年配の方からの

情報をお待ちしています。 
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 地産地消のすすめ 
 

 
 

～昔の料理法でいただくカレーをどうぞ～ 
 

野菜は１０種類ぐらいで料理するとお互いにうまみを出し合って美味しいカレールーのもとが出来上がります。 
固形のだしの素などない時代、例えば鰹やムロを焼いて身をほぐし、「だし」をとりました。 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 村民だよりで紹介した、「ボニンドーナツ」と「青パパイヤの和風ピクルス」が、村内のお店で販売されるようになりました。

郷土料理として定着してくれれば、うれしいことです。 

●問合せ先 地産地消推進会議（総務課内） ２－３１１１ 

《材料》：４人分 
 野菜  
人参、島ネギ、ニンニク、 

ジャガイモ、ナス、ピーマン、 

カブ、ニラ、キャベツ、 

サヤインゲン、セロリー、 

キュウリ、キクラゲ など 

 お好みで肉や魚介類 
 小麦粉 大さじ３ 
 カレー粉 大さじ１½～２ 
 調味料（塩、コショウ） 
 サラダ油 

 

《作り方》 

① 野菜はだいたい１センチ角に切る。 

② カレー粉はお湯（100cc）、小麦粉は水（大さじ３）で溶いておく。 

③ 野菜をサラダ油で、火の通りにくいものから炒めていきます。味付け

は塩、コショウで薄めにしてください。 

④  野菜から出る水分で、ブイヨン（スープ）は必要ありません。 

⑤ カレー粉を加え煮込み、最後に小麦粉を加えてとろみを出します。た

だし、水分の出にくい野菜の場合は、水を約500cc加えてください。

⑥ 好みによって醤油やソースをかけて召し上がってください。 

(レシピ提供：セーボレーみき子さん)  

◆ベジタブル・ライスカレー◆ 

 

①IP告知端末の背面をご覧ください。 

 IP告知端末の背面のHUB端子とパソコンのLAN端子をLANケーブル（CAT5以上）で接続することにより、インターネットを閲覧

することが出来ます。 

IP告知端末（白い機械） 

パソコン 

②『HUB』に接続 ③『LAN』に接続 

※LANケーブル（CAT5）

を、ご用意してください。

背面へ

※windowsXPの場合 

スタート⇒コントロールパネル⇒ネットワーク接続⇒ローカルエリア接

続のプロパティ⇒インターネットプロトコルのプロパティを表示して左記

の通りになっていることを確認してください。 
 

※ターミナルアダプタを使ってインターネット接続されている方は、ケーブ

ルを外し、ダイヤルアップ接続を無効にしてください。 
 

（注）パソコンの設定変更については自己責任にて行ってください。 

 

●問合せ先 小笠原村役場IT推進係 ２－３１１１

       小笠原村情報センター ２－３７８０

 【無料お試し期間】 
８月３１日（金）まで 



小笠原諸島世界自然遺産講演会（母島）

地域振興に係る補助事業募集（～17）

船客待合所売店アルバイト募集（～10） 出港日

出港日

小笠原村高齢者在宅サービスセンター登録看護師募集 小笠原村長選挙告示日

父島動物巡回診療申込受付（～31）

小笠原諸島世界自然遺産講演会（父島） 入港日

インターネット接続サービス村民説明会（母島）

　　　　　　
定期予防接種 小笠原小学校・中学校終業式

インターネット接続サービス村民説明会（父島） 母島小中学校終業式

ビジターセンター講演会 小笠原高校終業式

入港日 小笠原村長選挙母島繰上投票日

兄島不発弾処理 高校図書館開放

国民生活金融公庫による金融相談（父島 )

タートレクチャー（13、19、25、27、30、31） 出港日

小笠原村長選挙投票日

父島不発弾処理

高校図書館開放 サマーフェスティバル夜店出店者募集（～31）

国民生活金融公庫による金融相談（母島）

聟島ビーチクリーン（14，15）

出港日 入港日

国民生活金融公庫による金融相談（父島） 保存水配布

母島巡回労働相談

電話による無料法律相談

歯のおはなし（母島）

村民意見・提案・相談受付

出港日

乳幼児健診・歯科健診（父島） 参議院議員選挙母島繰上投票日

高校図書館開放

入港日

くらしの法律・税金相談、遺言相談（～14） 参議院議員選挙投票日

東京三弁護士会による法律相談（母島）

くらしの法律教室（父島） 野ネコ対策事業（～8/5）

原付免許学科試験

東京三弁護士会による法律相談（父島）

高校図書館開放

30 月

31 火

6 金

7 土

1 日

2 月

日付 曜日 行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

13 金

14 土

9 月

10 火

8 日

月23

5 木 20 金

3 火

4 水 19 木

21 土

22 日

15 日

16 月

17 火

18 水

11 水

12 木

24 火

25 水

29 日

26 木

27 金

28 土

海の日

入・出港日




